
 

 

学力向上プランの概要 

 ①組織的な授業改善 

・国語科における付けたい力を明確にし、適切な言語活動を工夫して設定する。 

  ・学習計画を作成し、子どもたちに単元の見通しをもたせる。 

・各種思考ツールを活用した授業の創造。 

・ペアやグループ学習を取り入れ意見交流を行う授業展開の工夫。 

 

②朝学習の充実と個別指導 

・毎日、朝学習（ドリル学習など）を行って基礎基本の定着をはかる。 

・個別指導の時間「放課後寺子屋」を毎週行い、苦手な子どもたちへの個に応じた支

援、補充学習を全職員で行う。 

 

 

効果のある取組事例 

① 学習規律の徹底  

・「佐伯小学びの約束」を使っての指導。家庭への協力依頼。 

・筆箱の中身の統一。 

・学期始めに全校集会で周知。 

    

② 国語科における授業改善 

・単元を貫いた言語活動を位置づけた国語科の授業推進。 

・子どもたちと共有した学習計画を、教室内に全単元掲示。 

・各種思考ツールを用いた指導の工夫。 

・言語活動の成果物を残し、次年度の授業のモデル、改善点をさぐる参考とする。ま 

た、他校の言語活動のモデルとして活用。 

 

③ 校内研修による授業改善 

・国語科の自主公開研究会（令和元年１０月２５日）を行い、全職員での研修。 

・水戸部前調査官を招聘（年間２回）しての、校内研修。 

・附属小学校、本匠小と連携した国語科の研究推進（適時）。 

・算数科の研究授業を行い、活用力を伸ばす授業改善に関する研修を行う。 

 

④ 子どもたちの学習意欲を向上させるための工夫 

・個別指導の時間「放課後寺子屋」を毎週開催。 

・学校図書館を活用した授業の推進。 

 

⑤ 問題データベース等を活用した個々の実態把握 

・算数科における前学年までの学習内容で、どこにつまずきがあるのかを把握し、指

導に生かす。 
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出す。 


